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近
世
農
村
に
お
い
て
は
、
享
保
期
頃
を
画
期
に
村
や
地
域
の
由
緒
や
歴
史
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
村
役
人
層
が
地
域
の
由
緒
や
歴
史
を
書
き
記
す
と
い
う
行
為
や
村
々
が
自
ら
の
由
緒
を
領
主
に
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（－）
諸
役
免
除
を
果
た
し
て
い
っ
た
動
向
な
ど
に
現
わ
れ
て
い
る
。
筆者は先にこのような動向に着目し、農民によって書か
れた村や地域の歴史を「旧記」と称し、その内容の検討を
（２）
行
な
っ
た
。
「
旧
記
」
の
作
成
者
は
主
と
し
て
村
役
人
層
で
あ
り
、
中世末期から近世初期にかけて村を開発したという「草切
り伝承」を持つ家であることが多い。内容は村内の本・分
家
関
係
を
記
し
た
系
譜
書
、
あ
る
い
は
領
主
の
変
遷
・
検
地
等
を
箇
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
八
号
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立条
書
に
し
た
村
明
細
帳
的
な
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
記
述
の
方
法
は
作
成
者
の
教
養
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
家
意
識
に
彩
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
宝
暦
期
以
降
に
な
る
と
、
人
文
学
的
な
教
養
に
基
づ
く
「旧記」が作成されるようになり、物語性の高い「旧記」
が
現
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
村
の
開
關
の
伝
承
が
村
の
旧
家
の
家
譜
に
結
び
付
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
村
や
地
域
に
お
け
る
歴
史
へ
の
関
心
は
、
文
化
期
以
降
の
農
村
文
化
の
展
開
と
江
戸
幕
府
の
地
誌
編
纂
の
影
響
に
よ
っ
て
さ
ら
に
高
ま
り
、
各
地
で
地
誌
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
。
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
の
編
纂
時
に
は
調
査
に
あ
た
っ
た
地
誌
取
調
役
人
に
対
す
る
地
域
の
積
極
的
な
協
力
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
等
の
官
選
の
地
誌
に
見
ら
れ
る
歴
史
岩
橋
清
美
六
四
Hosei University Repository
観と地域の歴史意識の間には微妙な差異が存在しており、
地
域
の
歴
史
意
識
は
幕
府
の
歴
史
観
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
差
異
に
こ
そ
地
域
の
独
自
性
が
あ
っ
た
の
である。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
地
域
に
残
さ
れ
た
「
旧
記
」
の
分
析
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
形
成
過
程
を
検
討
し
、
幕
府
と
地
域
と
の
歴
史
観
の
差
異
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
村
が
な
ぜ
歴
史
を
書
く
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
見
通
し
と
し
て
、
村
落
構
造
の
変
化
に
よ
る
家
意
識
の
確
立
お
よ
び
文
書
に
よ
る
情
報
管
理
の
浸
透
と
い
（３）
う
二
つ
の
点
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
「
旧
記
」
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。
近
年
、
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
有
効
な
指
摘
が
（４）
薗
部
寿
樹
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
薗
部
氏
は
中
世
の
「
村
落
神
話
」
の
特
質
を
検
討
し
、
「
村
落
神
話
」
が
開
発
神
話
・
草
創
神
話
で
あ
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
世
界
は
村
落
祭
祀
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
世
の
「
草
創
伝
承
」
を
「
人
間
的
な
昔
語
り
」
と
し
て
位
置
付
け
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
「
神
話
」
が
「
伝
承
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
世
の
「
神
話
」
が
近
世
に
入
っ
て
「
伝
承
」
と
な
っ
て
い
く
社
会
状
況
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
た
め
、
中
世
と
近
世
と
い
う
二
元
論
的
的
世
界
が
構
築
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
神
話
」
か
ら
「
伝
承
」
へ
と
い
う
変
化
を
促
し
た
社
会
状
況
を
具
体
的
か
つ
有
機
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
は
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
》っ。本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
近
世
中
期
に
至
っ
て
「
旧
記
」
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
意
義
を
武
蔵
国
・
相
模
国
の
村
々
を
事
例
に
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
当
該
地
域
に
残
さ
れ
た
棟
札
を
用
い
て
近
世
初
頭
に
村
の
開
発
を
行
っ
た
土
豪
百
姓
が
村
の
祭
祀
と
政
治
と
を
掌
っ
た
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
近
世
初
頭
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
次
に
境
争
論
・
疫
神
送
り
を
め
ぐ
る
争
論
を
取
り
上
げ
、
近
世
初
頭
の
社
会
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
。
最
後
に
「
旧
記
」
の
分
析
か
ら
「
旧
記
」
作
成
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
ことにする。
（
１
）
棟
札
に
み
る
土
豪
百
姓
の
動
向
関
東
農
村
に
お
い
て
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
在
地
土
豪
の
系
譜
を
引
く
土
豪
百
姓
の
開
発
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
落
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
豪
百
姓
に
よ
る
近
世
初
期
の
近
世
前
期
に
お
け
る
村
落
の
変
容
六
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新田開
発
の
状
況
に
つ
いては、これまで木村礎氏らによって
（５）
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
村
の
開
発
者
で
あ
る
土
豪
百
姓
は
、
周
辺村々の名主をも兼ね、年貢請負人的性格を有していた。
土
豪
百
姓
は
村
内
に
お
い
て
は
圧
倒
的
な
土
地
所
持
者
で
あ
り
、
入
会
権
・
市
場
権
・
渡
船
権
な
ど
を
有
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寛
文
期
か
ら
延
宝
期
に
か
け
て
、
多
く
の
地
域
で
は
、
土
豪
百
姓
支
配
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
村
落
か
ら
ほ
ぼ
同
規
模
の
名
請
百
姓
の
（６）
村
落
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
村
方
騒
動
や
入
会
地
の
利
用
を
め
ぐ
る
争
論
な
ど
が
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
近
世
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
村
落
の
動
向
は
、
こ
れ
ま
で
検
地
帳
の
分
析
や
村
方
騒
動
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
村
の
鎮
守
に
残
さ
れ
る
棟
札
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（７）
〈史料１〉
（表面）
敬
諸仏救世者住於大神道慶長第拾乙巳師走十八日
南
無
妙
法
蓮
華
経
奉
灌
頂
寝
能
大
明
神
氏
子
繁
昌
当
郷
栄
楽
鎮
守
処
為
悦
衆
生
故
現
無
量
神
力
当
社
観
請
之
願
主
金
子
与
右
衛
門
重
昌
白
二裏面）
法
政
史
学
第
四
十
八
号
亥
九
月
七
日
敬
臼
右
の
史
料
は
相
模
国
高
座
郡
小
園
村
（
現
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）
の
鎮
守
で
あ
る
子
之
明
神
社
に
残
る
棟
札
で
あ
る
。
こ
の
棟
札
は
慶
長
一
○
年
（
一
六
○
五
）
一
二
月
当
村
の
開
発
者
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
金
子
与
右
衛
門
が
当
村
に
子
之
社
を
勧
請
し
た
際
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
金
子
氏
は
後
北
条
氏
の
他
国
衆
で
あ
っ
た
小
金
城
主
高
城
治
部
少
輔
胤
則
の
も
と
で
代
官
職
を
勤
め
、
後
北
条
氏
滅
亡
後
は
当
村
に
土
着
し
て
、
村
を
開
発
し
、
神
社
を
勧
請
し
た
。
金
子
氏
は
『
新
編
相
模
国
風
士
記
稿
』
に
お
い
て
旧
家
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
天
正
九
年
（
’
五
八
二
に
高
城
胤
辰
よ
り
発
給
さ
れ
た
官
途
（８）状、天正一五年（一五八七）に盲同城胤則より発給された判
（９）
物を所持していた。
〈
史
料
ｌ
〉
は
金
子
与
右
衛
門
が
開
発
者
と
し
て
村
の
平
和
と
繁
栄
を
祈
願
し
て
鎮
守
を
勧
請
し
た
際
に
掲
げ
た
棟
礼
で
、
近
世
初
頭
に
お
い
て
土
豪
百
姓
が
村
落
の
政
治
と
祭
祀
と
を
把
握
し
て
い
た
こ
とを示すものである。
子
之
明
神
社
の
棟
札
は
管
見
の
限
り
で
は
九
点
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
元
禄
一
○
年
（
一
六
九
七
）
に
は
、
当
村
百
姓
栗
原
作
右
衛
門
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
棟
札
が
掲
げ
ら
れ
た
。
（旧）
〈史料２〉
（表面）
一ハーへ
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諸
仏
救
世
者
住
於
大
神
通
相
州
高
座
郡
小
園
村
地
頭
大
槽
那
加
藤
太
郎
左
衛
門
難奉新造立子之大明神官社檀一宇仮
本
願
（
原
）
別
当
為
悦
衆
生
故
現
無
量
神
力
英
栗
野
作
右
門
国
分
寺
敬
白
二裏面）元
禄
十
丁
丑
年
惣
氏
子
瓜天下泰平国土安穏殊者当村繁栄氏子息災如意祈所・心、
四
月
吉
祥
日
敬
白
く史料２〉は元禄一○年（一六九七）四月、子之明神社
を
新
造
し
た
際
に
、
栗
原
作
右
衛
門
が
村
内
の
安
全
を
祈
願
し
て
納
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
子
之
明
神
社
の
大
旦
那
と
し
て
地
頭
加
藤
氏
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
小
園
村
で
は
近
世
初
期
に
は
金
子
氏
が
名
主
で
あ
っ
たと思われるが、その後、栗原氏が、金
子氏に替わって名主に就任したようである。栗原氏が名主
に就任した時期については明確にしえない。しかし、正保
三年（一六四六）に子之明神社に棟札を掲げていることか
（Ⅱ）『ｂ、この頃には名主を勤めていたのであろう。その後、栗
原氏は享保三年（’七一八）、年貢未進を理由に村から追
（旧）
放されてしまい、金子氏が名主に就任した。｜兀文二年（一
七三七）には、金子氏によって子之明神社に棟札を掲げら
（旧）
れている。
〈史料２〉の祈願文には「惣氏孑鈎敬白」とあり、この文
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
言
は
そ
れ
以
前
の
棟
札
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
惣
氏
子
敬
白
」
と
い
う
文
言
は
近
世
初
頭
に
お
い
て
は
土
豪
百
姓
金
子
氏
の
社
で
あ
っ
た
子
之
明
神
社
が
村
の
鎮
守
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
いると言える。
こ
の
よ
う
な
村
の
鎮
守
の
棟
札
の
記
述
に
は
近
世
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
社
会
関
係
が
具
現
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
土
豪
百
姓
は
村
の
開
発
に
あ
た
っ
て
村
の
鎮
守
に
棟
札
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
棟
礼
と
は
新
築
に
限
ら
ず
修
復
、
屋
根
替
等
に
お
い
て
も
掲
げ
ら
れ
、
古
く
は
棟
柱
の
裏
に
直
接
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
次
第
に
建
物
名
・
願
主
・
工
匠
名
・
上
棟
年
月
日
な
ど
を
板
に
書
い
て
棟
木
に
打
ち
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
棟
札
は
建
物
自
体
が
失
わ
れ
て
も
残
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
が
、
基
本
的
に
は
村
人
に
対
す
る
公
開
を
前
提
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
お
い
て
社
会
化
さ
れ
た
資
料
で
は
な
い
と
言
え
る
。
〈
史
料
ｌ
〉
は
金
子
氏
が
小
園
村
を
開
発
し
、
子
之
明
神
社
を
勧
請
し
た
際
に掲げたものであり、そこには開発が神の力を得て成し遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
土
豪
百
姓
の
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
棟
札
は
土
豪
百
姓
と
神
と
の
関
係
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
が
文
書
で
は
な
く
棟
札
に
記
さ
れ
て
い
る
点
に
文
書
が
情
報
媒
体
と
し
て
浸
透
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
棟
札
や
石
造
物
な
ど
文
書
以
外
の
情
報
伝
達
手
段
-1-
ノ、
七
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の
も
つ
意
義
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
初
期
の
村
落
構
造
に
関
す
る
研
究
で
は
検
地
帳
・
年
貢
割
付
状
の
分
析
や
村
方
騒
動
の
検
討
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
棟
札
や
石
造
物
と
（川）
い
っ
た
資
料
が
有
効
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
土
豪
百
姓
は
神
の
力
を
得
て
村
の
開
発
を
成
功
さ
せ
た
と
い
う
観
（旧）
念
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
棟
札
に
表
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
土
豪
百
姓
と
は
神
と
の
交
渉
の
権
能
を
有
し
、
村
の
平
和
を
祈
願
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
は
、
神
と
人
間
と
の
関
係
を
第
一
義
的
と
す
る
観
念
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
観
念
も
次
第
に
変
容
し
、
こ
の
こ
と
は
、
棟
礼
の
文
言
の
変
化
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
関
係
の
変
容
は
石
造
物
の
変
遷
か
ら
も
看
取
で
き
る
。
近
世
前
期
に
建
て
ら
れ
た
地
蔵
像
は
村
内
の
有
力
農
民
が
一
族
の
先
祖
供
養
の
た
め
に
建
て
た
も
の
が
多
い
が
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
村
の
念
仏
識
あ
る
い
は
周
辺
地
域
の
村
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
土
豪
百
姓
の
家
と
し
て
の
供
養
か
ら
村
と
し
て
の
供
養
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
２
）
村
落
に
お
け
る
呪
術
空
間
の
変
容
近
世
初
期
に
お
け
る
土
豪
百
姓
と
神
と
の
関
係
に
見
え
る
呪
術
性
が
村
の
生
活
空
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
法
政
史
学
第
四
十
八
号
境
争
論
・
疫
神
送
り
を
め
ぐ
る
争
論
を
事
例
に
考
え
て
み
た
い
。
（Ⅲ）
〈史料３〉
武
州
都
筑
郡
片
平
村
・
古
沢
村
与
同
郡
平
尾
村
野
諭
之
事
片
平
・
古
沢
両
村
之
者
訴
趣
、
従
前
々
平
尾
村
之
野
江
入
会
候
処
、
至
当
年
俄
二
止
之
、
剰
立
新
堺
由
申
之
、
平
尾
村
百
姓
答
旨
煮
片
平
・
古
沢
雌
為
一
領
、
片
平
野
江
古
沢
之
者
終
不
入
来
、
況
他
領
之
野
江
可
入
謂
無
之
、
特
頃
年
、
平
尾
村
地
内
江
連
々
開
拓
致
之
二
付
、
古
来
之
境
目
相
改
之
由
申
之
、
右
遂
糺
明
処
、
平
尾
野
江
両
村
人
会
之
証
跡
、
一
円
無
之
、
然
共
平
尾
村
所
指
之
堺
、
片
平
・
古
沢
之
畑
並
茶
園
之
中
を
引
通
、
是
亦
申
趣
不
正
、
依
之
西
者
片
平
・
平
尾
之
野
山
堺
之
道
よ
り
入
定
塚
・
供
養
塚
之
上
い
た
り
、
其
続
片
平
村
畑
之
廻
二
随
ひ
、
古
沢
・
平
尾
之
問
一
一
有
之
道
筋
用
之
、
東
者
平
尾
村
荒
畑
之
縁
よ
り
古
沢
村
之
畑
二
傍
ひ
、
平
尾
村
田
地
際
之
堀
通
限
之
、
村
堺
定
之
間
、
自
今
以
後
片
平
・
古
沢
之
者
、
平
尾
村
之
野
江
一
切
不
可
入
会
、
依
為
後
鑑
絵
図
之
面
、
引
墨
筋
、
各
加
印
判
、
双
方
江
下
置
者
也
貞享一一一丙寅丙寅年十一月六日仙和泉⑰
〈
史
料
３
〉
は
武
蔵
国
多
摩
郡
平
尾
村
（
現
東
京
都
稲
城
市
）
と
同
国
都
筑
郡
片
平
村
・
古
沢
村
（
現
神
奈
川
県
川
崎
市
）
と
の
境
争
論
の
裁
許
絵
図
の
裏
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
両
者
の
主
張
を
み
_」－
ノ、
ﾉ（（以七名下略）
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て
い
く
と
、
片
平
村
・
古
沢
村
は
、
以
前
か
ら
平
尾
村
の
野
を
利
用
し
て
い
た
の
だ
が
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
至
っ
て
、
平
尾
村
が
野
に
境
を
立
て
た
こ
と
か
ら
訴
訟
を
起
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
平
尾
村
は
こ
れ
ま
で
に
片
平
村
・
古
沢
村
が
平
尾
村
の
野
を
利
用
し
た
こ
と
は
な
く
、
近
年
不
法
に
野
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
幕
府
は
両
者
の
主
張
が
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
新
た
に
野
境
を
決
定
し
、
「
入
定
塚
」
・
「
供
養
（Ⅳ）
塚
」
を
境
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
塚
を
境
と
す
る
事
例
は
、
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
新
た
に
野
境
と
な
っ
た
供
養
塚
と
は
平
尾
十
三
塚
の
こ
と
で
、
低
い
尾
根
に
立
地
し
て
お
り
、
西
か
ら
東
の
方
向
に
並
ん
で
い
る
。
中
央
塚
が
各
塚
に
比
較
し
て
一
つ
だ
け
高
く
、
典
型
的
な
十
三
塚
で
あ
る
。
入
定
塚
は
十
三
塚
に
隣
接
し
て
お
り
、
出
土
し
た
板
碑
か
ら
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
築
造
さ
れ
た
も
の
で
入
定
僧
は
長
信
（旧）
法印である。
当
該
地
域
で
は
一
七
世
紀
末
期
か
ら
一
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
村
境
・
入
会
地
を
め
ぐ
る
争
論
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
地
域
は
土
豪
百
姓
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
村
落
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
山
野
の
利
用
に
お
い
て
も
土
豪
百
姓
が
主
導
権
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
村
落
構
造
の
変
化
か
ら
山
野
を
周
辺
村
々
に
開
放
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
争
論
の
件
数
も
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
一
七
世
紀
後
半
の
山
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
論
の
増
加
に
つ
い
て
は
中
世
末
期
の
村
落
が
有
し
て
い
た
実
力
行
使
を
伴
う
自
力
救
済
慣
行
か
ら
民
事
訴
訟
へ
の
変
化
を
促
す
も
の
で
（川）
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
争
論
も
こ
う
し
た
社
会
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
次
に
、
疫
神
出
入
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
呪
術
的
空
間
の
変
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
（別）
〈史料４〉差
上
申
済
口
証
文
之
事
武
州
多
摩
郡
下
図
師
村
惣
代
之
者
共
御
訴
訟
申
上
候
者
、
当
村
方
一
而
疫
病
相
煩
候
二
付
、
疫
神
送
り
と
し
て
輿
仕
立
先
例
二
ま
か
せ
野
津
田
村
境
字
乗
越
迄
送
り
出
候
所
、
野
津
田
村
之
も
の
共
大
勢
罷
出
狼
籍
二
及
、
剰
村
方
伊
左
衛
門
・
次
左
衛
門
二
手
疵
負
セ
候
、
其
阿
り
相
手
方
野
津
田
村
伝
右
衛
門
・
甚
左
衛
門
捕
置
候
趣
当
五
月
中
安
藤
弾
正
少
弼
様
江
御
訴
訟
申
上
、
六
月
廿
五
日
御
差
日
之
御
裏
御
判
頂
戴
仕
相
付
候
二
付
、
当
日
御
評
定
所
へ
双
方
罷
出
御
吟
味
奉
請
候
処
、
相
手
方
御
答
申
上
候
、
圀
同
日
図
師
村
百
姓
平
五
郎
与
申
も
の
村
役
人
便
と
し
て
申
遣
候
ハ
、
当
村
方
二
疫
病
相
時
行
候
二
付
疫
神
送
り
仕
候
、
尤
右
疫
神
輿
之
義
野
津
田
村
支
配
地
字
神
明
坂
上
江
捨
さ
セ
呉
候
様
相
願
来
り
候
得
共
、
不
承
知
之
由
申
遣
、
平
五
郎
義
も
得
心
之
趣
一
而
罷
帰
り
候
処
、
同
日
暮
六
ッ
時
ま
へ
図
師
村
之
も
の
共
大
勢
縄
た
す
き
・
縄
は
ち
ま
き
一
而
棒
・
鳶
口
之
類
持
、
鉦
・
太
鼓
・
ほ
ら
貝
杯
を
吹
き
送
り
来
六
九
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り
野
津
田
村
支
配
地
江
捨
置
候
二
付
、
野
先
二
居
合
セ
候
も
の
共
立
会
、
右
場
所
江
疫
神
輿
捨
さ
せ
候
義
不
相
成
旨
申
之
、
彼
是
申
争
口
論
之
上
、
同
村
甚
左
衛
門
・
伝
右
衛
門
両
人
図
師
村
之
も
の
共
理
無
尽
二
捕
江
縄
を
懸
引
立
候
二
付
、
取
寄
相
返
し
度
色
々
仕
候
得
共
、
図
師
村
之
も
の
之
共
義
大
勢
相
催
罷
出
候
義
故
不
被
相
返
候
由
、
尤
野
津
田
村
占
大
勢
罷
出
候
義
二
候
ハ
、
、
右
両
人
図
師
村
江
可
相
渡
様
無
之
、
且
佐
左
衛
門
・
伊
左
衛
門
両
人
手
疵
私
共ら疵身之様申立候得共、全野津田村一一而理無尽仕候覚
無
之
、
尚
又
棒
・
鳶
口
之
類
ハ
野
先
占
欠
付
候
義
故
、
決
而
持
参
不
仕
候
段
其
外
双
方
彼
是
申
争
是
迄
御
吟
味
奉
請
候
、
依
之
此
度
大
蔵
村
彦
右
衛
門
・
木
曽
村
源
右
衛
門
両
人
取
扱
、
双
方
異
見
致
、
出
入
内
済
口
仕
候
、
済
方
之
義
ハ
疵
手
負
候
も
の
共
義
も
其
節
及
暮
二
殊
更
双
方
二
酒
給
酔
候
も
の
茂
有
之
候
得
ハ
仲
間
相
致
（虫柧）
候
哉
、
又
ハ
野
津
田
村
占
疵
付
候
哉
混
雑
致
候
□
不
申
、
当
時
怪
我人茂手疵平癒仕、農業障之義ハ不及申、かたわ一一茂相
（虫損〉
成
不
申
候
二
付
、
此
義
ハ
扱
人
貰
之
、
且
輿
捨
場
之
義
ハ
〔
〕
（虫慣）
（虫損）
日
疋
迄
図
師
村
ら
神
明
坂
□
道
江
捨
置
〔
〕
と
い
へ
と
も
、
右
道
之
義
ハ
矢
倉
沢
通
脇
往
還
之
事
二
候
得
者
自
今
道
通
り
ハ
勿
（虫悩）
聿
覗
、
野
津
田
村
地
内
井
二
支
配
道
江
輿
捨
〔
〕
決
而
不
致
、
（虫損）
図
師
村
地
内
之
方
江
片
寄
野
〔
〕
捨
之
往
来
之
障
二
不
相
成
候
様
可
致
候
、
如
此
融
和
熟
深
心
内
済
、
然
上
者
相
互
二
意
趣
遺
法
政
史
学
第
四
十
八
号
（虫悩）
恨無之、向後ハ右相極り〆候通り□致間敷候、右出入内済
熟談仕、偏御威光与難有仕合奉存候、然上背右一件一一付
双方方御願ケ間敷義決而申上間敷候、為後証済口証文差
上
申
候
所
如
件
明
和
九
年
辰
八
月
一
三
日田
中
一
郎
右
衛
門
知
行
所
武
川
多
摩
郡
図
師
村名主
（虫恨）
又
〔
〕
（以下一○名略）
御
評
定
所
〈史料４〉は明和九年（一七七二）、武蔵国多摩郡野津
田村（現東京都町田市）と同郡図師村（現東京都町田市）
と
の
間
で
生
じ
た
疫
神
送
り
を
め
ぐ
る
争
論
の
済
口
証
文
の
写
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
こ
の
済
口
証
文
か
ら
争
論
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
図
師
村
で
は
、
こ
の
年
、
疫
病
が
流
行
し
、
そのため慣習に従い疫神送りを行ない、疫神を輿に乗せ、
野
津
田
村
と
の
村
境
に
捨
て
よ
う
と
し
た
。
野
津
田
村
で
は
疫
神
を
村
境
に
捨
て
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
図
師
村
側
で
は
村
人
が
縄
た
す
き
・
縄
鉢
巻
き
姿
で
棒
・
鳶
口
等
を
持
参
し
、
太
鼓
・
ほ
ら
貝
を
鳴
ら
し
な
が
ら
村
境
付
近
で
あ
る
野
津
田
村
内
字
七○
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神
明
坂
上
ま
で
輿
を
運
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
、
疫
神
を
捨
て
よ
う
と
し
た
図
師
村
百
姓
と
野
先
に
い
た
野
津
田
村
百
姓
と
が
口
論
に
及
び
、
野
津
田
村
の
百
姓
二
名
が
図
師
村
百
姓
に
捕
ら
え
ら
れ
て
し
まった。この争論は、評定所の吟味を受けるに至ったが、
近
村
の
村
役
人
の
扱
い
に
よ
っ
て
内
済
し
た
。
内
済
に
あ
た
っ
て
は
図
師
村
が
輿
を
捨
て
よ
う
と
し
た
字
神
明
坂
上
が
矢
倉
沢
往
還
に
位
置
す
る
こ
と
を
理
由
に
「
支
配
道
」
へ
疫
神
を
捨
て
る
こ
と
が
禁
じ
られた。
こ
の
争
論
は
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
見
ら
れ
た
呪
術
空
間
の
変
容
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
図
師
村
が
疫
神
送
り
の
儀
礼
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
中
世
以
来
の
慣
習
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
疫
神
送
り
に
お
い
て
村
が
棒
や
鳶
口
を
携
え
、
太
鼓
や
ほ
ら
貝
な
ど
鳴
ら
し
な
が
ら
村
境
ま
で
輿
を
運
び
、
そ
こ
で
野
津
田
村
の
百
姓
と
口
論
に
及
ん
だ
状
況
は
村
が
中
世
以
来
の
自
律
性
を
有
し
続
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
争
論
は
結
果
的
に
は
内
済
と
な
っ
た
も
の
の
、
評
定
所
に
お
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
図
師
村
・
野
津
田
村
双
方
が
幕
府
の
裁
定
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
惣
無
事
令
に
よ
っ
て
武
力
を
封
じ
込
め
ら
れ
（、）
た
村
落
の
意
識
が
現
わ
れ
て
い
る
。
村
境
に
疫
神
を
村
境
に
捨
て
る
と
い
う
行
為
に
は
中
世
以
来
の
呪
術
的
空
間
認
識
が
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
疫
神
送
り
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
図
師
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
村
・
野
津
田
村
が
評
定
所
に
訴
え
出
た
こ
と
は
疫
神
送
り
と
い
う
呪
術
的
行
為
が
公
儀
の
裁
判
体
系
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
お
り
、
村
側
も
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
呪
術
性
の
規
範
化
が
見
ら
れ
、
中
世
的
世
界
観
が
変
容
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
旧
記
」
に
書
か
れ
た
村
の
開
発
伝
承
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
村
の
歴
史
が
書
か
れ
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
て
い
き
たい。「
旧
記
」
の
内
容
構
成
は
作
成
者
の
意
図
や
教
養
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
共
通
性
を
見
い
出
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
村
の
開
關
か
ら
書
き
始
め
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
特
質
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
以
下
で
は
、
「
旧
記
」
に
書
か
れ
た
開
關
伝
承
を
い
くつか取り上げてみよう。
（犯）
〈史料５〉
人
皇
四
十
二
代
文
武
天
皇
之
比
、
鈴
鹿
御
祭
之
時
船
壱
そ
う
宮
川
江
付
給
ふ
、
宮
川
江
舎
り
、
其
時
一
人
船
に
の
り
出
給
ふ
に
、
其
御
船
相
模
国
入
海
に
付
セ
た
ま
う
、
御
船
の
中
に
ハ
御
輿
に
ハ
宝
物有候ヘハ、宝剣・宝玉其外御宝物有し、其時高水浪立
（転倒）
て、御船てんど濠っ仕候二より、法印達いのり、其時御船
三
「
旧
記
」
の
成
立
七
一
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よ
り
鈴
鹿
之
お
き
な
あ
ら
わ
れ
、
宝
剣
を
海
に
な
げ
入
、
宝
玉
を
持
、
龍
神
之
お
こ
な
ハ
れ
給
ヘ
ハ
浪
風
し
ず
ま
り
、
浪
七
里
引
、
七
里
か
里
と
申
二
、
龍
神
よ
ろ
こ
び
、
東
之
清
水
之
上
の
古
木
に
龍
燈
上
り
、
其
時
御
船
居
付
鈴
鹿
之
森
と
成
、
鈴
鹿
ハ
セ
里
、
高
座
郡
之
中
な
る
に
よ
り
郡
頭
座
間
村
と
在
名
付
〈史料５〉は相模国高座郡座間村（現神奈川県座間市）
の
歴
史
を
記
し
た
「
座
間
古
説
」
の
一
部
分
で
あ
る
。
「
座
間
古
説
」
は
作
成
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
和
年
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
当
該
地
域
に
お
い
て
写
本
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
座
間
郷
の
歴
史
と
し
て
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
右
の
史
料
は
「
座
間
古
説
」
の
冒
頭
部
分
で
、
座
間
郷
惣
鎮
守
鈴
鹿
明
神
の
由
来
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
文
武
天
皇
の
頃
、
伊
勢
国
鈴
鹿
明
神
の
神
輿
が
海
上
を
渡
御
し
て
い
た
際
、
暴
風
雨
に
会
い
、
当
時
入
海
で
あ
っ
た
当
地
に
流
れ
つ
き
、
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
、
こ
の
時
、
高
座
郡
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
当
地
を
座
間
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
「
座
間
古
説
」
に
お
い
て
は
座
間
の
開
關
の
歴
史
を
伊
勢
国
の
鈴
鹿
明
神
に
結
び
つ
け
、
神
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
主
張
が
武
蔵
国
新
座
郡
上
保
谷
村
に
伝
え
ら
れ
る
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
政
史
学
第
四
十
八
号
七
二
（羽）
〈史料６〉
一
当
所
武
蔵
野
四
十
里
原
之
内
、
穂
屋
神
明
社
計
原
中
に
有
り
し
（在原）
（后）
（歌）
時、業平と一室公家、きさき連立おち来、此神一別にて膏
（ママ）
（歌）
を
詠
み
神
し
す
ぎ
め
給
ふ
、
此
社
に
て
一
夜
を
明
し
、
奇
を
詠
し
立
さ
り
、
行
方
知
れ
ず
と
か
や
、
も
と
よ
り
柳
沢
野
と
い
ふ
て、柳・萱。薄の原也、
（領）
｜
武
州
新
倉
住
人
板
倉
四
郎
左
衛
門
殿
、
此
社
料
内
之
、
板
倉
領
者
南
野
を
境
と
有
り
て
開
き
は
じ
め
給
ふ
村
也
、
依
而
新
倉
郡
穂屋村と云しを、其後何れ之御支配様江歎申上達、夫
ら
新
座
郡
保
谷
村
と
呼
び
来
れ
り
、
為
後
々
当
村
開
起
頭
人
印
南
野
山
保
谷
字
開
起
六
人
永保元辛酉九月十六日
保
谷
出
雲
守
下
田
若
狭
岩
崎
内
匠
中
村
雅
楽
野
口
図
書
桜
井
弾
正
「保谷村由緒年代記」は、上保谷村の鎮守である保谷明
神社の神主を勤めた保谷家に伝えられた「旧記」である。
作
成
者
は
明
確
に
し
え
な
い
が
、
お
そ
ら
く
保
谷
家
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
作
成
年
代
は
、
史
料
上
に
元
禄
八
年
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（
一
六
九
五
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
考
慮
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
旧
記
」
の
内
容
が
元
禄
期
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
か
ら
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
史
料
６
〉
は
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
の
冒
頭
部
分
で
、
上
保
谷
村
の
開
発
伝
承
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
保
谷
神
明
社
の
起
源
と
在
原
業
平
の
東
下
り
伝
承
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
伊
勢
物
語
』
に
見
え
る
在
原
業
平
の
東
下
り
伝
承
は
入
間
・
多
摩
・
新
座
郡
の
村
々
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
・
「
座
間
古
説
」
は
と
も
に
村
の
開
關
を
鎮
守
の
縁
起
と
関
連
さ
せ
て
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
に
は
鎮
守
を
中
心
と
す
る
村
の
開
關
伝
承
に
続
け
て
土
豪
百
姓
に
よ
る
村
の
開
発
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
。
〈
史
料
６
〉
で
は
上
保
谷
村
の
開
關
に
つ
い
て
、
在
原
業
平
の
伝
承
に
続
け
て
、
保
谷
出
雲
守
を
は
じ
め
と
す
る
六
名
の
者
達
に
よ
っ
て
当
村
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
名
と
は
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
に
作
成
者
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る
保
谷
九
左
衛
門
・
野
口
半
左
衛
門
・
下
田
郷
左
衛
門
・
岩
崎
平
右
衛
門
・
中
村
市
左
衛
門
・
桜
井
三
左
衛
門
の
こ
と
で
、
「
旧
記
」
作
成
に
あ
た
り
、
こ
の
六
名
に
官
名
を
付
し
、
そ
の
存
在
を
永
保
元
年
二
○
八
一
）
ま
で
遡
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
上
保
谷
村
の
開
発
者
を
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
当
村
東
禅
寺
の
開
基
で
あ
る
保
谷
直
政
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
り
、
保
谷
氏
に
よ
る
開
発
伝
承
は
か
な
り
浸
透
し
て
い
た
も
の
と
言
えよう。「上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
の
後
半
部
分
は
元
禄
期
ま
で
の
幕
府
と
上
保
谷
村
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
寛
永
二
一
年
（一六四四）・慶安四年（一六五一）・寛文三年（一六六
三）の検地。および領主の変遷などが書かれている。
（別）
〈史料７〉
（元禄五年）
同申ノ年平岡三郎右衛門様御支配二替、御年貢永弍百一二
拾
貫
余
納
、
中
野
村
江
御
用
御
白
土
伝
馬
、
白
子
村
汀
大
助
伝
馬
、
早
稲
田
村
江
御
鶴
番
出
ス
、
板
橋
村
江
加
助
伝
馬
、
品
川
江
御
茶
壺
之
御
用
人
足
出
ル
、
其
外
荏
大
豆
掛
り
物
、
御
年
貢
永
弍
百
廿
弐
貫
文
余
納
、
惣
百
姓
相
立
不
申
侯
二
付
、
永
高
免
之
御
訴
訟
井
二
諸
役
御
免
之
為
願
、
元
禄
七
年
年
戌
年
寄
三
人
、
八
王
子
村中野抓致牢舎、諸役御免相叶、夫ら白子村肋伝馬計一一
被
成
下
者
也
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
保
谷
村
で
は
元
禄
期
に
い
た
っ
て
「
御
用
御
白
土
伝
馬
」
を
勤
め
、
さ
ら
に
品
川
へ
「
御
茶
壷
御
用
人
足
」
を
差
し
出
し
た
。
そ
し
て
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
は
、
村
役
人
が
八
王
子
宿
へ
赴
き
免
除
諸
役
を
な
し
え
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
で
は
上
保
谷
村
の
開
発
者
の
由
緒
を
持
つ
六
軒
の
家
が
村
役
人
と
し
て
村
の
セー
ー
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た
め
に
尽
く
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
記
述
が
「
座
間
古
説
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
座
間
古
説
」
で
は
、
享
保
一
二
年
（
’
七
二
七
）
の
日
光
社
参
御
用
の
免
除
な
ど
を
通
し
て
村
役
人
の
尽
力
を
説
く
一
方
で
、
享
保
期
に
入
っ
て
座
間
郷
の
開
発
者
の
末
商
で
あ
る
権
兵
衛
の
直
系
が
途
絶
え
、
座
間
野
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
当
地
域
の
社
会
状
（泌）
況
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
社
会
関
係
の
変
化
が
「
座
間
古
説
」
作
成
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
・
「
座
間
古
説
」
は
と
も
に
前
半
部
分
は
神
を
中
心
と
し
た
開
關
伝
承
で
あ
り
（
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
の
場
合
、
在
原
業
平
が
神
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
）
、
後
半
部
分
は
村
と
領
主
と
の
関
係
に
中
心
が
移
り
、
村
役
人
の
村
に
対
す
る
尽
力
が
語
ら
れ
て
い
る
。
鎮
守
を
中
心
と
し
た
開
關
伝
承
は
中
世
的
世
界
観
の
残
津
と
理
解
で
き
る
が
、
開
關
伝
承
を
冒
頭
に
お
い
て
い
る
点
に
、
す
で
に
そ
れ
が
「
旧
記
」
全
体
に
お
い
て
形
式
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
近
世
に
入
っ
て
新
た
な
伝
統
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
形
跡
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
を
端
的
に
示
す
事
例
と
し
て
武
蔵
国
多
摩
郡
新
町村（現東京都青梅村）の歴史を記した「仁君開村記」を
上げておきたい。
法
政
史
学
第
四
十
八
号
七
四
（妬）
〈史料８〉
（思）
二
神
之
御
鉾
之
一
滴
者
国
ト
成
、
名
将
之
御
志
慮
ハ
千
里
之
外
二
郷
村
を
顕
君
之
御
気
色
を
聞
伝
る
、
予
愚
意
を
贄
ハ
只
武
蔵
野
一一一邑草創ｎ国恩二奉報卜希
一
慶
長
十
五
年
十
月
廿
一
日
将軍様御鷹野一一御成被遊大嶽山江続山々遙一一御上覧被
遊
、
谷
合
之
人
家
住
来
之
人
馬
寒
暑
之
難
儀
可
凌
兼
、
此
空
野
山郷之間一一民家可有所と御上意之由、風聞天一一無口以
人
言
ス
と
此
君
之
御
仁
政
乍
恐
難
有
奉
存
所
二
御
代
官
ら
御
内
意
有
之
新
田
一
邑
草
創
之
思
立
是
占
発
く
史
料
８
〉
は
新
町
村
を
開
発
し
た
土
豪
百
姓
吉
野
織
部
之
助
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
仁
君
開
村
記
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
「
仁
君
開
村
記
」
の
作
成
年
代
は
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
作
成
者
の
確
定
と
と
も
に
今
後
の
検
討
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
吉
野
氏
は
後
北
条
氏
の
支
城
の
一
つ
で
あ
る
忍
城
主
成
田
下
総
守
に
仕
え
て
い
た
が、後北条氏滅亡後、多摩郡下師岡村（現東京都青梅市）
に
土
着
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
織
部
之
助
は
新
町
村
を
は
じ
め
周
辺
村
々
を
開
墾
し
、
元
禄
期
ま
で
幕
府
代
官
の
も
と
で
周
辺
村
々
の
名
（幻）
主を兼帯し、年一貝請負人的な役割を果たしていた。「仁君
開
村
記
」
と
は
織
部
之
助
の
新
町
村
開
発
の
過
程
が
書
か
れ
て
い
る
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もので、そこでは「上保谷村由緒年代記」・「座間古説」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
鎮
守
を
中
心
と
す
る
伝
承
は
見
ら
れ
な
い
。
〈
史
料
８
〉
で
は
、
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
○
）
武
蔵
野
で
放
鷹
を
行なった徳川秀忠の内意をうけて織部之助が新町村の開墾
に着手したことが書かれており、続けて、寺社の勧請、井
戸や道路の整備などを行ない、織部之助が開発を成しえて
い
っ
た
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
が
事
実
で
あ
っ
た
か
に
ついては検討を要するが、ここでは村の開発とは吉野織部
之助個人の尽力であったことが強調されているのである。
以
上
、
「
旧
記
」
に
み
ら
れ
る
開
発
伝
承
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
中
世
的
世
界
観
に
お
い
て
は
村
の
開
発
と
は
、
神
と
人
間
と
の
関
係
を
基
本
と
し
て
、
神
に
よ
る
村
の
開
発
あ
る
い
は
神
の
力
に
よ
っ
て
開
発
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
意
識
の
も
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
は
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
・
「
座
間
古
説
」
の
冒
頭
に
お
い
て
村
の
開
關
を
神
と
の
関
係
に
お
い
て
記
し
て
い
る
点
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鎮
守
を
め
ぐ
る
伝
承
は
「
旧
記
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
こ
と
で
形
式
化
し
て
し
ま
い
、
む
し
ろ
土
豪
百
姓
の
開
村
時
の
苦
心
が
「
旧
記
」
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
点
に
中
世
的
世
界
観
と
は
異
な
る
新
し
い
歴
史
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
土
豪
に
よ
る
村
の
開
発
伝
承
と
は
、
ま
さ
に
「
旧
記
」
が
書
か
れ
た
時
に
成
立
し
た
の
で
あ
近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
る
。
そ
し
て
、
「
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
」
が
「
右
書
物
虫
喰
に
罷
（邪）
成候ハ、書替、末々相伝可申候」という文一一一一口で終わってい
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
村
の
歴
史
と
は
文
字
で
記
録
さ
れ
、
子
孫
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
旧
記
」
の
成
立
と
は
中
世
的
自
然
観
の
変
容
に
よ
っ
て
新
た
な
歴
史
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
近
世
中
期
に
至
っ
て
村
や
地
域
に
お
い
て
歴
史
が
書
き
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
ま
ず
、
村
の
鎮
守
に
残
さ
れ
た
棟
札
を
も
と
に
近
世
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
土
豪
百
姓
の
動
向
を
検
討
し
た
。
関
東
農
村
に
お
い
て
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
在
地
土
豪
の
系
譜
を
引
く
土
豪
百
姓
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
村
が
少
な
く
な
い
。
村
の
開
発
者
で
あ
る
土
豪
百
姓
は
村
落
の
政
治
と
祭
祀
と
を
掌
握
す
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
近
世
的
名
主
へ
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
検
地
帳
の
分
析
や
村
方
騒
動
の
検
討
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
棟
札
の
記
述
の
変
化
か
ら
も
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
初
頭
に
お
いて土豪百姓が村の鎮守に棟礼を掲げた意義は、土豪百姓
が
神
の
力
を
得
て
村
の
開
発
を
成
し
え
た
と
い
う
意
識
が
込
め
ら
れ
お
わ
り
に
七
五
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て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
が
文
書
で
は
な
く
て
棟
札
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
こ
と
に
、
神
と
人
間
と
の
関
係
を
基
本
と
す
る
観
念
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
世
初
期においては棟札や金石文など文書以外の情報伝達媒体が
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
境
争
論
・
疫
神
送
り
を
め
ぐ
る
争
論
を
事
例
に
近
世
社
会
に
お
け
る
呪
術
空
間
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
。
中
世
的
呪
術
空
間
認
識
は
、
｜
見
、
近
世
社
会
に
お
い
て
も
生
き
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
疫
神
送
り
を
め
ぐ
る
争
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
が
公
儀
の
裁
判
大
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
点
に
呪
術
性
の
規
範
化
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
近
世
村
落
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
し
た
村
落
は
、
土
豪
の
権
能
の
後
退
に
対
し
て
、
新
た
に
禁
忌
を
裁
定
し
、
そ
れ
を
共
有
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
ある。この
よ
う
な
中
世
的
世
界
観
の
変
容
は
土
豪
百
姓
の
末
商
で
あ
る
村
役
人
層
に
「
旧
記
」
を
書
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
武
蔵
・
相
模
国
の
村
々
に
伝
え
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
「
旧
記
」
を
も
と
に
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
開
発
伝
承
を
検
討
し
た
。
「
旧
記
」
の
開
発
伝
承
は
村
落
の
鎮
守
の
縁
起
を
中
心
と
し
、
村
の
開
発
が
神
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
昌
頭
に
書
か
れ
、
続
い
て
土
豪
百
姓
の
苦
心
、
さ
ら
に
は
領
主
と
の
関
係
か
ら
村
役
人
の
村
に
対
す
る
尽
力
が
法
政
史
学
第
四
十
八
号
説
か
れ
て
い
る
。
「
仁
君
開
村
記
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
旧
記
」
に
見
え
る
村
の
開
発
の
主
体
は
、
基
本
的
に
は
神
で
は
な
く
て
土
豪
百
姓
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
土
豪
百
姓
の
家
意
識
が
存
在
し
て
い
た
。
「
旧
記
」
の
成
立
は
神
と
人
間
と
の
関
係
を
基
本
と
す
る
中
世
的
世
界
観
が
変
容
し
、
新
た
な
歴
史
観
が
確
立
したことを物語っている。各地に残される「草切り伝承」
とはまさに「旧記」が書かれたときに成立したのである。
神
の
力
に
よ
っ
て
村
の
開
発
を
成
し
え
た
と
い
う
意
識
か
ら
土
豪
百
姓
の
尽
力
に
よ
っ
て
村
が
開
発
さ
れ
た
と
い
う
新
た
な
歴
史
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
近
世
村
落
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
し
た
村
が
つ
く
り
だ
し
た
言
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
自
然
観
の
変
容
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
「
旧
記
」
が
書
か
れ
る
こ
と
の
社
会
的
意
義
を
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
自
然
観
の
変
容
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
考
え
て
き
た
が
、
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
。
と
く
に
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
自
然
観
の
変
容
に
つ
い
て
は
多
角
的
な
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
である。註（１
）
献
上
行
為
や
そ
れ
に
伴
う
由
緒
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
大
友
一
雄
「
献
上
役
と
村
秩
序
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
七
六
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近
世
社
会
に
お
け
る
「
旧
記
」
の
成
立
要
』
昭
和
六
一
年
度
、
’
九
八
七
年
）
、
同
「
献
上
役
負
担
と
運
動
の論理」（『国史学』一一一三、一九八七年）、丼上攻「増上
寺領村々の由緒と諸役免除闘争」（『日本史研究』三二四、
一九八九年）、同「由緒書と村社会」（『地方史研究』二一一一
四、一九九一年）がある。
（
２
）
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
形
成
過
程
ｌ
武
蔵
国
多
摩
郡
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
関
東
近
世
史
研
究
」
第
三
四
号、’九九三年）。
（
３
）
村
落
に
お
け
る
情
報
管
理
と
「
旧
記
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
村
落
に
お
け
る
名
主
の
文
書
管
理
と
「
旧
記
」
の
作
成
」
（
『
法
政
史
学
』
第
四
六
号
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。
（
４
）
薗
部
寿
樹
「
中
世
村
落
祭
祀
の
神
話
的
世
界
Ｉ
村
落
神
話
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
西
垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
宗
教
史
地
方
史
論
墓
』
刀
水
書
房
、
’
九
九
四
年
）
。
な
お
、
’
九
世
紀
に
お
け
る
歴
史
的
遺
物
・
遺
蹟
に
対
す
る
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
は
羽
賀
祥
二
氏
が
「
宗
教
的
な
社
会
」
か
ら
「
歴
史
」
へ
と
い
う
文
脈
で
捉
え
て
お
り
、
村
や
地
域
に
お
け
る
禁
忌
が
「
歴
史
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
過
程
を
論
じ
て
い
る
（
羽
賀
祥
二
「
「
風
土
記
」
・
「
図
会
」
の
編
纂
と
地
域
社
会
」
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
三
六
号
、
’
九
九
四
年
）
。
し
か
し
、
村
や
地
域
に
お
い
て
禁
忌
が
創
出
さ
れ
、
共
有
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
状
況
に
つ
い
て
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い。
（
５
）
木
村
礎
『
封
建
村
落
そ
の
成
立
か
ら
解
体
へ
ｌ
神
奈
川
県
津
久
井
郡
ｌ
」
（
文
雅
堂
書
店
、
’
九
五
八
年
）
響
（
６
）
土
豪
百
姓
・
「
小
領
主
論
」
に
つ
い
て
は
朝
尾
直
弘
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』
（
御
茶
ノ
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）
、
安
澤
秀
一
『
近
世
村
落
形
成
の
基
礎
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
、
水
本
邦
彦
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
’九八七年）、大舘右喜『幕藩制社会形成過程の研究』（校
倉
書
房
、
一
九
八
七
年
）
、
佐
藤
孝
之
『
近
世
前
期
の
幕
領
支
配
と
村
落
』
（
巌
南
堂
書
店
、
’
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
７
）
『
綾
瀬
市
史
』
２
資
料
編
近
世
（
’
九
九
二
年
）
、
二
○頁。
（
８
）
『
綾
瀬
市
史
』
１
資
料
編
中
世
二
九
九
一
年
）
、
六
四
六頁。
（
９
）
註
（
８
）
七
一
四
頁
。
（
皿
）
註
（
７
）
一
六
六
頁
。
（
ｕ
）
註
（
７
）
一
二
九
頁
。
（
皿
）
註
（
７
）
一
八
六
頁
。
（
旧
）
註
（
７
）
’
九
六
頁
。
（
ｕ
）
歴
史
資
料
と
民
俗
資
料
と
の
有
機
的
利
用
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
塚
本
学
「
民
俗
史
料
と
歴
史
学
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
別
巻
３
史
料
論
、
’
九
九
五
年
）
な
ど
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
旧
）
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
土
豪
の
祭
祀
権
に
つ
い
て
は
加
藤
哲
「
後
北
条
氏
治
下
の
村
落
と
祭
祀
」
（
杉
山
博
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
戦
国
の
兵
士
と
農
民
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。
ま
た
近
世
前
期
に
お
け
る
土
豪
百
姓
の
祭
祀
権
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
孝
「
近
世
村
落
に
お
け
る
地
所
と
神
事
」
（
村
上
直
七
七
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
編
『
近
世
社
会
の
支
配
と
村
落
』
文
献
出
版
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
中
世
史
研
究
に
お
い
て
は
黒
田
日
出
男
氏
に
よ
っ
て
開
発
の
社
会
史
的
側
面
の
検
討
が
提
議
さ
れ
て
お
り
（
黒
田
日
出
男
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
七
年
）
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
在
地
領
主
の
勧
農
儀
礼
等
の
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
は
、
藤
本
久
志
『
戦
国
の
作
法
ｌ
村
の
紛
争
解
決
ｌ
』
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八
七
年
）
、
中
野
豈
任
「
祝
儀
・吉書・呪符』（吉川弘文館、’九九一年）がある。
（
旧
）
『
稲
城
市
史
』
上
巻
（
’
九
九
一
年
）
、
六
六
九
頁
。
（
Ⅳ
）
。
（
旧
）
註
（
旧
）
六
七
○
～
六
七
○
頁
。
平
尾
村
の
十
三
塚
に
つ
い
て
は
、
段
木
一
行
『
中
世
村
落
構
造
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八
六
年
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
十
三
塚
に
つ
い
て
は
柳
田
國
男
「
十
三
塚
」
（
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
’
一一巻、一九六九年、筑摩書房）がある。
（
旧
）
山
本
英
二
「
論
所
裁
許
の
数
量
的
考
察
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所『研究紀要』第二七号、’九九一一一年）。
（
別
）
東
京
都
町
田
市
野
津
田
河
井
将
次
家
文
書
。
（
別
）
惣
無
事
令
に
よ
っ
て
中
世
社
会
に
お
い
て
は
日
常
的
に
保
持
さ
れ
て
い
た
村
の
武
力
が
封
じ
込
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
八
五
年
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
（
皿
）
『
座
間
市
史
資
料
叢
書
１
座
間
古
説
』
二
九
八
七
年
）
。
（
別
）
。
（
別
）
『
保
谷
市
史
』
史
料
編
１
近
世
（
１
）
二
九
八
六
年）、’六一頁。
（閲）註（皿）二一一一頁。
（
閉
）
「
東
京
都
古
文
書
集
第
九
巻
旧
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文
書
』
（
９
）
二
九
九
一
年
）
、
一
○
六
頁
。
（
〃
）
吉
野
織
部
之
助
の
新
町
村
開
発
に
つ
い
て
は
、
木
村
礎
『
近
世
の
新
田
村
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
九
○
～
一
○
八
頁
）
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
肥
）
註
（
閉
）
に
同
じ
。
〈付記〉
本
稿
作
成
に
あ
っ
て
は
、
本
学
大
学
院
指
導
教
授
村
上
直
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
七
八
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